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【各試合の結果・詳細】
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　チェコのセンターパスにより前半戦が開始された。序盤から南アフリカが試合の流れをつかみ、4分展
開からサークルに持ち込みPCを獲得。#25REID-ROSSのフリックシュートが決まり、先制点を挙げる。
南アフリカの猛攻は続き、7分サークル付近からの強いボールを#7DRUMMONDが左からタッチし追加
点とする。一方、チェコも速攻からチャンスを作る。14分#17SEEMANNがサークル内でカットしたボール
をヒットシュートで決め、1点を返す。チェコの粘り強いDFで追加点を挙げられない南アフリカだったが、
28分#10NORRIS-JONES、29分#11LOUWのシュートが決まりで4－1とリードを広げ前半戦を折り返す。
　後半戦が始まり3点を追うチェコは、40分インターセプトから速攻で前につなぎキーパーを抜こうとす
るが、南アフリカGK#23PIETERSEの好セーブで止められる。しかし、そのこぼれ球を#7BERNATEKの
ヒットシュートが無人のゴールに決まる。一方南アフリカもリズムを取り戻し、46分にPCを獲得する。
#5SMITHがフリックシュートを放つがチェコGK#1NEUSSERが好セーブをし、追加点を許さない。その後
も南アフリカのペースで試合が進み、55分#25REID-ROSSが角度のないところからフリーシュートを打
ち、それが豪快に決まり、5点目を挙げる。さらに、このまま終了かと思われた70分、南アフリカが前線
でボールをカットし、単独でサークルに入り#18McDADEがリバースシュートを決める。試合はそのまま
終わり、6－2で南アフリカが勝利した。
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 中国のセンターパスにより前半戦が開始された。中国ペースで試合は進み、細かいパスワークから4
分にPCを獲得する。#8JIANGが左に流したボールを#28LIUがフリックシュートで右下に決め先制点を
挙げる。さらに6分、PCを獲得した中国は、#9SONGが豪快なフリックシュートを決め追加点を挙げる。
一方ブラジルも粘り強い守りからチャンスを作ろうとするが、中国のDFに阻まれサークルに入ることす
らできない。中国優位のまま試合は進み21分、32分にも得点を挙げ、4‐0で前半戦を折り返す。
　後半戦に入っても中国ペースで試合は進む。44分#15LINが左サイドからドリブルで突破し、ラストパ
スを受けた#20NAが強烈なヒットシュートを決める。55分には、PCを獲得。#22DONGが右下にフリック
シュートを決め6‐0となる。一方ブラジルはGK#1TATARAを中心とした守りから速攻でサークルインする
も、決定力を欠き得点を挙げることができない。その後も中国が67分、69分とPCを獲得し、#28LIUが
ハットトリックとなるフリックシュートを決め8‐0で中国が勝利した。
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　日本のセンターパスにより前半戦が開始された。4分日本は、PCを取得。#14長澤の強烈なフリック
シュートが左上に決まり、先制点を挙げる。その後も日本は巧みなパス回しで相手を崩し攻め込むも、
オーストリアの堅い守備により追加点を挙げることができない。試合が動いたのは23分、日本#8小澤
が前線でボールをカットし、サークル内の#9田中にパス。ボールを受けた田中から#17橘にボールをつ
なぎ、橘がGKの動きを冷静に見て、ループシュートを決め、待望の追加点を挙げる。得点の欲しいオー
ストリアであったが、チャンスを作ることができず、2-0で前半戦を折り返す。
　後半戦が開始され、日本は中盤からのインターセプトで40分、#9田中のパスを受けた#32坂本が相手
マークを上手く外し、タッチシュートを決めた。諦めず1点を狙いに行くオーストリアに対し、日本DF陣も
必死のDFを見せる。しかし、56分、日本DF陣のミスをオーストリア#9KOPPERが逃さず拾い、1点を返
す。その後もオーストリアが果敢に攻めるが、逆に速攻からのチャンスを得た日本は混戦から#18福代
が押し込み4点目を挙げる。そのまま試合が終了。4‐1で日本が勝利した。
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